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奉
賛
会
だ
よ
り

協
賛
者
の
ご
紹
介

◇
二
万
円

◇
一
万
円

谷
口
　
和
男                                              

ヤ
ハ
ラ

消
防
設
備
㈱                                        

◇
五
千
円

斉
藤 

美
年
子                                            

㈱
北
藤

　
電
設
工
業                                          

竹
林    

照
格                                              

吉
尾
　
　 

弘                                                
加
藤 

紀
恵
子                                            

富
山
　 
義
賢                                              

中
山
　 

菊
雄                                              

中
野 

美
代
子                                            

吉
山
　 

八
郎                                              

井
手
　 

夏
奈                                              

沖
田
　 

善
輝                                              

渡
辺
　 

臣
明                                              

西
川
　
隆
也                                              

滝
本
　
道
子                                              

経
成
興
業
㈱                                              

河
井
　
　
博                                                

塩
田
　
義
昭                                              

松
岡
　
達
子                                              

樋
口
　
俊
一                                              

藤
原
　
克
通                                              

片
平
　
幸
代                                              

小
川
　
武
雄                                              

㈱
美
好
屋

　 

代
表
取
締
役                                                    

吉
尾
医
院 
院
長                                                     

中
山
ミ
シ
ン
商
事
㈱

夏
奈
鍼
灸
接
骨
院  

◇
三
千
円 

他

「
境
内
清
掃
奉
仕
」の
ご
案
内

昭
和
六
十
三
年
か
ら
始
ま
り
、
本
年
で
三
十
二
回
目
を
迎

え
ま
し
た
恒
例
の
北
海
道
神
宮
奉
賛
会
の
境
内
清
掃
奉

仕
を
行
い
ま
す
。お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
本
年
も
多
数
の

ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

境内の清掃風景

︻
日　
　

時
︼
十
月
二
十
七
日
︵
日
︶

︻
集
合
時
間
︼
午
前
九
時
四
十
五
分

︻
集
合
場
所
︼
北
海
道
神
宮 

参
集
殿

︻
日　
　

程
︼
午
前
十
時
よ
り
正
午
ま
で

︻
申
込
〆
切
︼
十
月
十
九
日
︵
土
︶

︻
受　
　

付
︼
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

︻
連  

絡  

先
︼
奉
賛
会
事
務
局

　

　
　
　

  

電　

話 

六
一
一
ー
〇
二
六
一

　

　
　
　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

六
一
一
ー
〇
二
六
四

※

寒
さ
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
防
寒
着
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※

雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

※

植
樹
作
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

住
所
、
電
話
番
号
、
会
員
名
を
明
記
し
事
務
局
宛
に

F
A
X
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
入
会
員・協
賛
者
の
ご
紹
介

新
入
会
員
の
ご
紹
介

　

当
会
へ
の
ご
入
会
・ご
協
賛
を
頂

き
ま
し
て
、ま
こ
と
に
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。令
和
元
年
五
月
十
六
日

か
ら
令
和
元
年
八
月
末
日
ま
で
の

ご
入
会
の
方
、ま
た
ご
協
賛
頂
き
ま

し
た
方
の
ご
芳
名
を
ご
報
告
致
し

ま
す
。お
名
前
漏
れ
等
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、お
手
数
で
す
が
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
敬
称
略
）

奥
山
　
茂
樹                                              

鶴
巻
　
宏
暁                                              

川
口
　
麻
夕                                              

安
宅
　
狩
人                                              

岩
間
　
久
美
子                                            

土
岐
　
敏
央                                              

豊
田
　
敏
志                                              

斎
藤
　
み
は
る                                            



合
田 

一
道

特 集

開
拓
の
群
像
特
集

北
海
道

が
ん
ば
れ
！

北
海
道

が
ん
ば
れ
！

北
海
道

が
ん
ば
れ
！

　
武
田
斐
三
郎
は

函
館
市
の
五
稜
郭

を
築
城
し
た
人
物

と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。五
稜
郭
内
に

斐
三
郎
の
顕
彰
碑

が
立
っ
て
い
ま
す
が
、碑
面
に
は
め
込
ま
れ
た
顔
の
レ

リ
ー
フ
に
光
沢
が
あ
る
の
は
、来
城
者
ら
が
な
で
る
せ

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
斐
三
郎
は
文
政
十
年（
一
八
二
七
）、伊
予
国（
愛
媛

県
）大
洲
藩
士
の
次
男
に
生
ま
れ
ま
し
た
。早
く
か
ら

大
坂
の
緒
方
洪
庵
、江
戸
の
佐
久
間
象
山
ら
著
名
な

学
者
に
つ
い
て
蘭
学
を
学
び
ま
す
。

　
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）、ロ
シ
ア
使
節
の
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
が
樺
太
の
国
境
問
題
で
再
び
長
崎
を
訪
れ
た
際
、

幕
府
は
筒
井
政
憲
ら
を
応
援
役
に
派
遣
し
ま
し
た
。

こ
の
時
、斐
三
郎
は
蘭
学
者
の
箕
作
阮
甫
の
通
訳
と

し
て
同
行
し
、蘭
書『
万
国
地
理
新
誌
』を
翻
訳
し
て

『
北
町
略
記
』を
著
し
、応
援
役
の
人
た
ち
の
便
宜
を

図
り
ま
し
た
。

　
安
政
二
年（
一
八
五
五
）、幕
府
は
蝦
夷
地
を
直
轄

地
と
し
箱
館
奉
行
を
配
置
し
、斐
三
郎
を
異
例
の
措

置
で
幕
府
直
参
に
取
り
立
て
、諸
術
調
所
の
教
授
方

に
任
命
し
ま
し
た
。

　
二
十
九
歳
の
斐
三
郎
が
こ
の
時
に
提
出
し
た
建
白

書
に
は
次
の
よ
う
な
教
育
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
、役
人
や
そ
の
子
弟
は
も
と
よ
り
、水
夫
、足
軽
の
子

弟
ま
で
文
武
の
道
を
教
え
る
。陸
海
軍
の
こ
と
や
、航

海
、測
量
ま
で
勉
強
さ
せ
る
学
校
だ
か
ら
、寄
宿
舎
を

希
望
す
る
者
に
は
食
事
を
用
意
す
る
。

一
、江
戸
の
学
問
所
は
幕
府
と
藩
の
区
別
が
厳
し
く
、

寄
宿
生
に
は
身
分
の
制
限
が
あ
る
が
、箱
館
で
は
身
分

や
貴
賤
に
関
係
な
く
、成
績
で
序
列
を
決
め
る
。

一
、学
生
は
原
書
生
と
訳
書
生
に
わ
け
、原
書
生
は
文

法
、航
海
書
、算
数
を
教
え
る
。試
験
は
毎
月
六
回
。

　
封
建
的
身
分
制
の
厳
し
か
っ
た
時
代
に
、こ
う
し
た

革
新
的
な
学
校
が
蝦
夷
地
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、

極
め
て
珍
し
い
と
い
え
ま
す
。

　
で
す
か
ら
各
藩
か
ら
向
学
心
の
あ
る
者
が
競
っ
て

集
ま
り
ま
し
た
。後
に
郵
便
制
度
を
創
設
す
る
前
島

密
、鉄
道
事
業
を
興
す
井
上
勝
、海
運
の
先
達
の
蛯
子

末
次
郎
ら
で
す
。

　
箱
館
奉
行
は
斐
三
郎
に
対
し
て
、弁
天
岬
台
場
と

箱
館
奉
行
所
の
建
設
を
命
じ
ま
し
た
。斐
三
郎
が
設

計
図
を
作
成
し
、安
政
二
年（
一
八
五
六
）、砲
台
の
建

設
に
着
手
、続
い
て
翌
年
、奉
行
所
の
建
設
に
着
手
し

ま
し
た
。フ
ラ
ン
ス
の
築
城
書
を
も
と
に
作
成
し
た
こ

の
設
計
図
は
、星
型
の
平
城
で
す
。郭
内
か
ら
の
射
撃

に
死
角
が
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
工
事
は
ど
ち
ら
も
大
が
か
り
で
、砲
台
は
文
久

三
年（
一
八
六
三
）、五
稜
郭
は
元
治
元
年（
一
八
六

四
）に
完
成
し
ま
し
た
。ざ
っ
と
七
、八
年
も
か

か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
工
事
の
最
中
、斐
三
郎
は
調
所
の
学
生
た

ち
を
新
造
船「
箱
館
丸
」に
乗
せ
て
、航
海
術
や
測

量
術
を
実
地
研
修
さ
せ
な
が
ら
、国
内
交
易
に
出

か
け
ま
し
た
。

昭
和
九
年（
一
九
三
四
）、空
知
郡
上
砂
川
町
生
ま
れ
。北
海

道
新
聞
に
入
社
し
、道
内
各
地
を
回
る
。在
職
中
か
ら
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
を
発
表
。『
定
山
坊
行
方
不
明
の
謎
』で

北
海
道
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
大
賞
を
受
賞
。退
職
後
は
札
幌

大
学
文
化
学
部
講
師
。著
書
は『
日
本
史
の
現
場
検
証
』『
人

間
登
場
〜
北
の
歴
史
を
彩
る
』『
大
君
の
刀
』な
ど
。

◆
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
◆

歴
史
か
ら
見
え
る
も
の
○48

五
稜
郭
を
設
計
、築
城  
武
田
斐
三
郎

　
蝦
夷
地
で
採
掘
し
た
鉛
、硫
黄
な
ど
を
積
み
込
み
、

佐
渡
、長
崎
、大
洲
、堺
、兵
庫
、浦
賀
、桑
ケ
崎
を

回
っ
て
宮
古
で
年
を
越
し
、釡
石
で
溶
鉱
炉
を
見
学
し

て
、箱
館
へ
戻
る
と
い
う
日
本
一
周
の
研
修
旅
行
で
し

た
。こ
の
航
海
で
斐
三
郎
は『
辺
海
測
量
日
記
』二
巻

を
著
し
ま
し
た
。

　
文
久
元
年（
一
八
六
一
）に
は
亀
田
丸
で
ロ
シ
ア
の
ニ

コ
ラ
イ
エ
フ
ス
カ
へ
赴
き
、黒
竜
江
地
方
を
実
測
し
ま

し
た
。

　
幕
府
に
招
か
れ
て
、ア
メ
リ
カ
か
ら
箱
館
に
や
っ
て

き
た
地
質
鉱
山
学
士
の
ブ
レ
ー
ク
と
バ
ン
ペ
リ
ー
の
二

人
の
地
質
調
査
に
同
行
し
、指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、斐
三
郎
は
五
稜
郭
が
完
成
し
て
三
カ
月

後
に
、箱
館
を
去
っ
た
の
で
す
。ま
だ
三
十
八
歳
の
働

き
盛
り
で
し
た
。

　
明
治
維
新
後
、開
拓
使
か
ら
の
再
三
の
招
き
を
受

け
ま
し
た
が
、最
後

ま
で
断
り
続
け
ま
し

た
。な
ぜ
で
し
ょ
う

か
。箱
館
戦
争
で
旧

幕
府
軍
の
拠
点
と

な
っ
た
五
稜
郭
を
、お

の
れ
の
目
で
見
る
こ

と
が
し
の
び
な
か
っ

た
の
か
、と
も
思
え
る

の
で
す
。

武田斐三郎

武田斐三郎顕彰碑

第 207 号
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